
 

 

 

 

 

 

表現運動の特別授業を中心とした教育実習の実施 

 

毎年多くの卒業生を教員として輩出している岡山県の IPU環太平洋大学では、２年次に

表現教育を中心とした３日間の教育実習「アウトリーチ教育実習」を実施しています。 

島根県では、令和５年度からこの実習を受け入れ、今年度も県内の１つの小学校におい

て、表現運動の特別授業を行います。 

                  記 

１ 島根県の受入れの趣旨・目的 

子どもたちに表現運動の楽しさと達成感を実感してもらうとともに、３日間の教育実

習の中で子どもたちとのふれあいを通じ、島根県で教員になることを志望する意欲のあ

る学生を確保することを目的とする。 

 

２ 実施期間及び場所等 

実 施 校 実施期間 参加学生数 

雲南市立木次小学校 

（雲南市木次町木次 1001-1） 
１０月１日（水）～３日（金） 

次世代教育学部 

教育経営学科 46名 

 

３ 実習内容 

⑴ 表現運動等の指導補助 

IPU環太平洋大学の学生が講師となり、子どもたちに表現運動（ダンス）や歌唱

の特別授業を実施する。子どもたちと学生が一緒にダンスと歌のショーを作り上

げ、最終日に学年ごとに発表する。 

⑵ 授業見学及び指導補助 

⑶ 休憩時間・給食・掃除等の指導補助 

 

     
令和７年９月１９日 

  島根県教育庁学校企画課 

 〔担当〕舩木 秀一 

  電話：0852-22-6730 


